
○ＪＡＳ認定の取得 
 
（１）JAS 認定のプロセス 

JAS 法に基づき自ら格付を行おうとする製造業者等は、製品の種類及び工場、事業所ごとに、登録

認定機関に認定の申請を行います。 
申請を受けた登録認定機関は、申請者の品質管理体制等が、「全木検 認定業務規程」及び「製材

についての製造業者等の認定の技術的基準」（農林水産省告示）に適合するかどうかについて検査・

審査し、認定を行います。 
認定を受けた製造業者等は、自ら製造等する製品について JAS 規格に適合するかどうかの検査・格

付を行い、適合する製品に、JAS マークを貼付して出荷することができます（法第 14 条第 1 項）。 
認定の申請書提出から登録までは、概ね 4 ヶ月程度かかります。 
 

 
 （２）認定の対象製品（認定品目区分） 

全国木材検査・研究協会が行う認定対象の製材等の品目区分は、次のように分類されます。  

 
 

  



 
（３）認定申請書の提出 

認定を申請するために必要な書類  

 
  



 
（４）書類審査 

登録認定機関は、提出された申請書を、認定の技術的基準（製材の場合は、平成 19 年 11 月 22 日 農

林水産省告示 1466 号「製材についての製造業者等の認定の技術的基準」に基づき次の項目について審

査します。 
 
①製造又は加工、保管、品質管理及び格付のための施設 
②品質管理の実施方法 
③品質管理を担当する者の資格及び人数 
④格付の組織及び実施方法 
⑤格付を担当する者の資格及び人数 

 
＜参考＞ 資格者の人数と認定工場の種類  

 
 
■上記の他、次の品目・区分の認定工場は、次の資格取得者を 1 名以上配置する必要があります。 

 
 
■第三者検査機関について 

全国木材検査・研究協会は、B タイプ認定事業者が格付のための検査業務を委託する検査機関の全

木検第三者検査機関及び都府県木協連第三者検査機関を認可しておりま 
 
（５）工場の実地調査、製品検査 

登録認定機関は、書類審査により、その内容が適切と認められた時は、実地調査の計画を通知し、

工場の実地調査を行います。 
 実地調査では、品質管理が適切に実施されており、JAS 規格に基づく品質が維持された製品が生産

されているかどうか確認するため、製品の材面検査及び性能試験を行います。（製品検査） 
  



（６）認定の審査と判定 
登録認定機関は、専門家による判定委員会を開催し、上記の認定審査結果の報告書に基づき審議・

判定を行います。その結果を申請者に通知します。 
 

（７）認定の登録 
登録認定機関は、遵守すべき事項を示すとともに認定通知書をもって申請者に通知し、直ちに認定

証を交付します。 
 また、認定製造業者等の名称及び住所、認定に係る区分等について農林水産省に報告するとともに、

全国木材検査・研究協会のホームページに掲載して公表します。 
 
 

※全国木材検査・研究協会ホームページから引用 

 


